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ま え が き

本「研究成果ハイライト」資料集は東京理科大学研究推進機構総合研究院

(RIST：Research Institute for Science and Technology)を構成する研究部門、

研究センター、共同利用・共同研究拠点の研究成果の取りまとめです。

東京理科大学では研究推進体制の充実のために 2015 年 4 月研究推進機構が 
発足し、それに伴い 2005 年 11 月に設置された総合研究機構は総合研究院と 
改称されました。本年度の構成は 23 研究部門、6 研究センターおよび 2 拠点 
（2016 年 10 月 1 日現在）で、The Edge of Cross Disciplines をスローガンと

して日々活動しています。

総合研究院所属の各研究グループは、参加メンバー独自の研究成果を基盤と

しながら、グループとしてのシナジー効果による「理科大ならでは(Only at TUS)」 
の研究展開を目指し、日夜努力をしています。さらに、グループ間の連携を通し

て、研究重視の伝統を持つ東京理科大学における研究活動の中核となること、

さらに「研究先端における教育」の場として人材育成の役割も期待されて

います。

本資料集は、研究グループそれぞれの設置期間・メンバー構成・設置

趣旨等のデータとともに、代表的な研究成果２編を、それぞれの学問分野におけ

る学術的意義はもちろん、それに加えて、関連する他の学問分野ないし社会的な

意義についてもわかりやすく紹介することを目的としています。

また、本学では、2014 年度に設置された「研究戦略・産学連携センター(TUS 
 Global URA Center)」が、2015 年度に総合研究院と並んで研究推進機構の 
メンバーとして更に拡充されましたが、本資料は研究活動の初期段階の

支援から産学連携活動の推進まで、研究活動ステージに沿ったサポートを

する URA と RIST の連携推進にも利用されています。 

本資料集へのコメントをお寄せいただければ幸いです。総合研究院の

より良い活動のために活用させていただきます。

2016 年 11 月 
東京理科大学総合研究院長
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WT: 
AGATAGGACTCAGGAACCATACTCTGACTCACAATGGTTTAAGGGCTGTTAACAAGCTTGATGGGCTC
CAATCAAGAACTAATACTAAGGTAACACCCAAGATGGCATCCAGAACTGAGACCAAGAGACCTGGATG
CTCAGCTACCATTGTTTGTGGAAAGGGAATGAACTTGATCTTTGTGGGTACTGAGGTTGGTCCTTGGA
GCAAAACTGGTGGACTAGGTGATGTTCTTGGTGGACTACCACCAGCCCTTGCAGTAA 
Transgenic #3:  
AGATAGGACTCAGGAACCATACTCTGACTCACAATGGTTTAAGGGCTGTTAAC---------------
-------------------------------------------- (140nt deletion)------- 
---------------------------------------------------------TTGGTCCTTGG 
AGCAAAACTGGTGGACTAGGTGATGTTCTTGGTGGACTACCACCAGCCCTTGCAGTAA 

This is a genome-edited potato plant. !
A mutation occurred on a gene involved 

in starch biosynthesis.!

We have developed a novel procedure that enables 
to construct a desired TALEN vector system !

(Kusano et al. (2016) Scientific Reports, 6, 30234.) !

Plans on the Plants to our Planet�
アグリバイオ工学研究部門 
作物の生産性向上に関する理工学的アプローチ 
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OsMac3+promotes+transla)on+of+the+downstream+ORF�
5’ UTRs of OsMac1, 
OsMac2 and OsMac3 
greatly enhance the 
translational efficiency of 
the downstream ORF.  

私たちは研究の異分野交
流を推進しています。現
在、材料科学、生化学、
物理学、電子応用科学、
RNA科学、分子生物学、
植物科学、農学の連携に
よる共同研究が始まって
おり、さらに新たな共同
研究をお待ちしています。 
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Fusion of regenerative medicine with DDS



SD 

Fig. 2. 45 60 (n 3, mean S.D.,*:p 0.05 compared with 
OVX of 45 days after ovariectomy, #:p<0.05 compared with OVX of 60 days after ovariectomy).
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Figure 1. Electrophoretic mobility of ED-
loaded PLGA nanoparticles. Solid line is 
theoretical results calculated with zN = -
5.1 10-2 2.51 nm (n = 3).
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Division of Medical-Science-Engineering Cooperation
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in vitro

Center for Medical Innovation Technology : CMIT
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Division of Academic Detailing Database
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Division of Pharmaco-creation Frontier

2011 10 1 2016 9 30
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設置期間：2014年4月〜2019年3月
メンバー構成：下記学内併任教員：25名、学外客員研究員：30名
（センター長） 薬学部・生命創薬科学科・教授 樋上 賀一

トランスレーショナルリサーチ（TR）センター

探索グループ

創薬グループ

薬効・機能評価グループ

臨床試験グループ

西山 千春（グループ長）
深井 文雄
佐藤 圭子
秋本 和憲
伊豫田 拓也
八代 拓也

和田 猛（グループ長）
鳥越 秀峰
大塚 英典
花輪 剛久
河野 弥生
原 倫太郎
松隈 大輔

岡 淳一郎（グループ長）
樋上 賀一
礒濱洋一郎
東 達也
吉澤 一巳
堀江一郎
恒岡 弥生
小川 祥二郎

小茂田 昌代（グループ長）
浜田 知久馬
真野 泰成
佐藤 嗣道

基礎工学部・生物工学科・教授
薬学部・生命創薬科学科・教授
理工学部・情報科学科・准教授
薬学部・生命創薬科学科・准教授
薬学部・生命創薬科学科・嘱託講師
基礎工学部・生物工学科・嘱託助教

薬学部・生命創薬科学科・教授
理学部・応用化学科・教授
理学部・応用化学科・教授
薬学部・薬学科・教授
薬学部・薬学科・嘱託助教
薬学部・生命創薬科学科・嘱託助教
理学部・応用化学科・教授

薬学部・薬学科・教授
薬学部・生命創薬科学
薬学部・薬学科・教授
薬学部・薬学科・教授
薬学部・薬学科・講師
薬学部・薬学科・嘱託助教
薬学部・薬学科・嘱託助教
薬学部・薬学科・嘱託助教

薬学部・薬学科・教授
工学部第一部・経営工学科・教授
薬学部・薬学科・准教授
薬学部・薬学科・講師

設置目的

• 医療機関と連携・協力して、本学

が保有するシーズ、医療機関が

望むニーズ、ドラッグリポジショニ

ング候補薬物に対するトランス

レーショナルリサーチ（TR）を実施

する。

• 医療機関を持たない薬系･理工系

大学における基礎研究に立脚し

た新しいTR拠点形成のモデル

ケースとなることを目指す。

• 将来TRやレギュラトリーサイエン

スを担う若手研究者、学生を育成

する。

研究テーマ

• 新規治療ターゲット分子の探索と核酸やペプチドを用いた新規創薬

• ドラッグリポジショングによる既存薬の適応拡大

組織の現状と将来展望

• 筑波大学、慈恵会医医科大学臨床研究センター、長崎大学、国立がん研究センター研究所などとの

共同研究体制は構築された。

• ハワイ大学癌センターと共同研究を開始した。

• 今後、センター内で実施する共同研究６課題（国際性に富んだ研究課題１題、実用化に近づいている

研究課題２題、シナジー効果の高い研究課題３題）を選定した。

今後の課題

• 共同研究６課題を推進し、大型予算の獲得を目指す。

TRセンターの組織と位置づけ



Nasal cavity

Olfactory bulb

GLP-2 sites of action

GLP-2 derivative

Trigeminal nerve

DMSO GLP-2 derivative
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共同研究
成果

ハイライト
（１）

経鼻投与用ペプチド誘導体の中枢移行と抗うつ・認知症改善作用
（薬学部薬学科岡研）

A) GLP-2誘導体の経鼻投与で､抗うつ
作用
B) GLP-1誘導体またはNeuromedin U
誘導体の経鼻投与で、認知障害の予
防及び改善作用

特許出願中 ＆ 企業との共同研究
【GLP‐2誘導体の無動時間短

縮作用＝抗うつ作用】 【GLP-2誘導体の中枢移行推定図】

RFX

MHC II

CIITA

CIITA

pI
pIII

pIV

X2BP NFY

遺伝子発現（核内）

PU.1

PU.1

GM−CSF

PU.1による形質細胞様樹状細胞での
遺伝子発現調節

（基礎工学部生物工学科西山研）

PU.1を標的とした核酸医薬開発を
TRセンターメンバー鳥越、和田と共同研究

肥満症脂肪組織における
オートファジー・リソソーム機能異常
（薬学部生命創薬科学科樋上研）

ハイライト 2015-2016 （２）
国際シンポジウム

集約化を図り、今後推進する６共同研究課題（（ ）内はプロジェクトリーダー）

国際性の高い研究テーマ

• ハワイ大学との国際共同研究促進プログラム（樋上賀一）

実用化に近づいている研究テーマ

• 創傷治癒促進薬の開発（花輪剛久）

• 現代医療の中での漢方薬の有効利用に繋がるトランスレーショナルリサーチ（礒濱洋一郎）

シナジー効果の高い研究テーマ

• 難治性乳がん制圧プロジェクト（秋本和憲）

• 自己免疫疾患、アレルギー疾患の発症機序解析と治療法開発（西山千春）

• オートファジー/細胞老化を標的とした新規治療薬の開発（深井文雄）

FRONTIERS IN DEVELOPMENTAL STRATEGY 
FOR CANCER THERAPEUTICS
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Angew. Chem. Int. Ed., 2016, in press (Very Important Paper).

Angew. Chem. Int. Ed. 2015, 54, 15218.
Bull. Chem. Soc. Jpn, 2016, in press. 526 (Selected Paper).

Tetrahedron: Asymmetry, 2016, 27, 943.

Chem. Lett., 2016, 45, 526 (Editor‘s Choice).



マイクロ・ナノ界面熱流体力学国際研究部門

International Research Division of Interfacial Thermo-fluid Dynamics

設置期間：2012年4月１日～2017年3月31日

構成メンバー

(部門長) 上野 一郎 理工学部機械工学科教授

(併任教員) 元祐 昌廣 工学部機械工学科准教授

塚原 隆裕 理工学部機械工学科講師

酒井 秀樹 理工学部工業化学科教授

金子 敏宏 理工学部機械工学科嘱託助教

Mu, Lizhong 研究推進機構総合研究院プロジェクト研究員

(客員教授) Narayanan, Ranga フロリダ大学界面科学工学研究センター教授

Kutter, Jorg Peter コペンハーゲン大学 教授

Faghri, Mohammad ロードアイランド大学 教授

Zoueshtiagh, Farzam リール第１大学マイクロ/ナノ電子工学研究所教授

Jakirlic, Suad ダルムシュタット工科大学スマート界面研究センター教授

(客員准教授) 洪 定杓 鹿児島大学大学院理工学研究科機械工学専攻准教授

設置目的
いわゆるマイクロ的ダイナミクスでは無視してきた界面近傍のエネルギー状態や表面性状、界面

の微視的移動・変形・拡散といった素因子およびその相互作用を導入し、マルチスケール・マルチ

フェーズにおいて巨視的な現象にまで影響をおよぼす微視的な界面熱流体非線形ダイナミクスの確

立とその工学的応用を目指す。

研究テーマ
A. マイクロ・ナノ界面の移動・変形を含む界面近傍熱流体場の計測・制御

B. マイクロ・ナノチャネル内熱対流場と壁面近傍流体構造の解明

C. マイクロ・ナノ界面近傍での物質輸送の解明と制御

組織の現状と将来展望
(1) 共同研究活動：部門設置後、化学系研究者1名、機械系研究者2名を加え、化学系研究者の

拡充を行い、部門内での新規共同研究を展開。

(2) 国際シンポジウム：4回の国際シンポを主催。（2013, 2014, 2015, 2016）
(3) セミナー・ワークショップの開催：19回のセミナー、5回のワークショップを開催。

(4) その他の国際交流活動：

(i) 大学間協定締結：Univ. Lille 1 (France) (2014年--)、國立中興大学 (台湾) (2015年--)、
Vienna Technical Univ. (Australia) (2015年--)。

(ii) 本学2国間共同研究事業2件採択 (JFY2013~2014)
① Univ. Sydney (Australia)
② Vienna Univ. Technology (Austria)

(iii) JSPS二国間共同研究1件採択 (JFY2015~2016:フランス)
(iv) 海外大学院生受入：計のべ 9名(Univ. Florida (USA), Univ. Paris-Sud (France), etc),
本学大学院生派遣：計14名 (Univ. Florida (USA) , Univ. Liberty Brussels (Belgium) , Univ.
Lille 1 (France), Univ. Sydney (Australia), Vienna Univ. Technology (Austria) etc.)

(5) 将来展望：部門内外共同研究のさらなる展開、特に海外との共同研究体制の推進。
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研究成果ハイライト［１］

Multiphase flows in complex media
e.g., Impregnation process of particle‐laden resin in fiber bundles

for applications in processing of high‐quality composite materials

Related publications (selected)
[1] Kazuno, N., Tsukahara, T. & Motosuke, M., Transitional structures in annular 
Poiseuille flow depending on radius ratio, Euro. J. Phys. Special Topics, accepted.
[2] Fei, L, Ikebukuro, K., Katsuta, T., Kaneko, T., Ueno, I. & Pettit, D. R., Effect of 
static deformation on basic flow patterns in thermocapillary‐driven free liquid 
film, Microgravity Sci. Technol., accepted.
[3] Gotoda, M., Melnikov, D. E., Ueno, I. & Shevtsova, V., Experimental study on 
dynamics of coherent structures formed by inertial solid particles in three‐
dimensional periodic flows, Chaos 26, 073106, 2016.
[4] Ando, J., Horiuchi, K., Saiki, T., Kaneko, T. & Ueno, I., Transition process 
leading to microbubble emission boiling on horizontal circular heated surface in 
subcooled pool, Int. J. Heat Mass Transfer 101, 240‐250, 2016.

研究成果ハイライト［2］

Surface/interfacial tension‐driven
convection 

Related publications (selected)
[1] Muto, M., Yamamoto, M. & Motosuke, M., A Noncontact Picolitor Droplet 
Handling by Photothermal Control of Interfacial Flow, Analytical Sciences 32, 49‐
55, 2016.
[2] Kudo, M., Akiyama, Y., Takei, S., Motegi, K. & Ueno, I., Effect of ambient air 
flow on thermocapillary convection in a full‐zone liquid bridge, Interfacial 
Phenomena and Heat Transfer 3, 231‐242, 2016.
[3] Ichikawa, Y., Motosuke, M., Kameya, Y., Yamamoto, M. & Honami, S., Three‐
dimensional flow characterization of a square array of multiple circular 
impinging jets using stereoscopic PIV and heat transfer relation, J. Visualization 
19, 89–101, 2016.
[4] Kotari, H. & Motosuke, M., Simple applications of microparticle
transportation by tender optical scattering force, Microfluidics and Nanofluidics
18, 549–558, 2015.
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e.g., Active control of bubbles/particles in liquid flowing in microchannel



赤外自由電子レーザー研究センター
Infrared Free Electron Laser Research Center (FEL-TUS)

設置期間：2009年4月1日～

メンバー構成 2016年4月1日～
センター長 理学部第一部・化学科・教授 築山光一
併任教員 理学部第一部・物理学科・教授 徳永英司

理学部第一部・応用物理学科・講師 宮島顕祐
理学部第一部・応用物理学科・嘱託講師 中嶋宇史
理学部第一部・化学科・助教 小山貴裕

プロジェクト研究員 総合研究院 今井貴之
総合研究院 川﨑平康
総合研究院 荒木光典

客員教授 京都大学・教授 鈴木俊法
University of New Brunswick・Professor S. C. Ross

吉田光宏客員研究員
プラットフォーム

高エネルギー加速器研究機構・准教授
研究戦略・産学連携センター 西村 健

コーディネータ

設立理念：赤外自由電子レーザーの高性能化とそれを用いた光科学

半導体の非線形
励起発光現象

MIR‐FEL

波長可変性

分光計測に基づく
分子構造解析

高出力・高輝度

パルス性

選択的素励起に基づく
物性解析、反応誘起、

新規化合物創製

他のテーブルトップ
レーザーや測定機器と

の時間的同期

Pump-and-probe法等の新規分光計測
技術開発

気相における分子集合体の構造決定

MIR‐FEL

O O
FEL

13C

13Cの濃縮

FEL

アミロイド線維の分解

生命科学、医療応用
固体物理学

時間分解計測に基づく動的現象やダ
イナミクスの追跡

FEL励起過程における中間状態の検出

化学

分光学

先端計測

将来展望：国内の他の自由電子レーザー施設（大阪大学産業科学研究所テラヘルツ自由電子
レーザー施設等）とも連携し、物理・化学、材料科学、生命科学を中心とする基礎研究を推進
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Fluorescent-labeled 
poly-glutamine peptide

Kawasaki T., Ohori G., Chiba T., Tsukiyama K., and Nakamura K. Lasers Med. Sci. (2016) 31: 1425-1431.
Kawasaki T., Yaji T., Ohta T., and Tsukiyama K. J. Synchrotron Rad. (2016) 23, 152-157.
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◎波長 6.1 m (amide I band)のFELによって細胞内アミロイド線維が減衰

細胞へ投入

Amyloid Fibrils

アミロイド線維

FELによるタンパク質凝集性疾患の治療技術開発

化学・分光学 新規反応素過程・新規化合物合成への寄与 装置・計測手法開発

材料科学
新規光感応材料の評価と創

製等へ寄与

PET

レーザー照射
スポット～ 1 mm

温度の時間変化
IR光照射時の温度影響を
定量的に評価

局所的時間分解温度イメー
ジング

材料の熱物性、赤外多光子過程
の機構解明等へ寄与

FEL 7.33 m照射

H27～H28 科研費挑戦的萌芽研究 代表：中嶋宇史
赤外自由電子レーザーを利用した有機金属化合物の選択的分解と機能性酸化物材料の創製
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ＦＥＬによる
・化学結合の選択的分解
・3次元積層造形

（3Dプリンタ）
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2,3-dihydrofuran (2,3-DHF)

cyclopropanecarboxaldehyde (CPCA)

crotonaldehyde (CA)

O O

cistrans

O

FEL hot
*

評価・解析をサポートする計測手法を提供

Isomerization and dissociation of 2,3-DHF induced by infrared free electron laser
M. Matsubara, F. Osada, M. Nakajima, T. Imai, K. Nishimura, T. Oyama and K. Tsukiyama
J. Photochem. Photobiol. A, 322, 53-59(2016)

赤外多光子吸収反応( Infrared MultiPhoton Absorption ) ⇒ IRMPA



構成メンバー

(センター長)

(副センター長)

(併任教員)

(客員研究員)

理工学部物理学科・教授

理工学部応用生物科学科・教授

基礎工学部材料工学科・教授

理工学部応用生物科学科・教授

生命医科学研究所・教授

生命医科学研究所・教授

薬学部生命創薬科学科・教授

理工学部応用生物科学科・教授

基礎工学部材料工学科・教授

理学部第一部化学科・教授

理工学部応用生物科学科・教授

理工学部応用生物科学科・講師

理工学部応用生物科学科・助教

理工学部応用生物科学科・助教

基礎工学部材料工学科・助教

理化学研究所光量子工学研究領域・チームリーダー

東京大学大学院新領域科学創成研究科・特任准教授

東京薬科大学薬学部公衆衛生学教室・講師

東京工科大学応用生物学部・助教

東京電機大学・TDU研究員

須田 亮

朽津 和幸

石黒 孝

古市 貞一

後飯塚 僚

中村 岳史

青木 伸

大谷 直子

曽我 公平

由井 宏治

松永 幸大

政池 知子

北畑 信隆

佐野 良威

上村 真生

横田 秀夫

桧垣 匠

篠田 陽

来須 孝光

石川 雅也

イメージングフロンティアセンター

設置期間 2015年4月1日〜2020年3月31日

組織の現状と将来展望
・これまでの活動により学内外の連携体制は整っている。

・最先端イメージング技術の開発ならびに応用展開を通じて研究拠点の形成を図る。

・学内外の研究者に広く公開することにより用途を拡大する。

設置目的
・生物学・生命科学研究に資する革新的イメージング技術を開発する。

・連携研究の促進、若手の技術・情報交流によりイメージング研究の裾野を拡げる。

研究テーマ
・反応、温度、硬さを多次元情報として可視化する技術の開発

レーザー誘起表面変位顕微鏡の開発と単一細胞レオロジー

ナノ粒子の近赤外蛍光を利用したサーモメトリー

酵素作動メカニズムの一分子観察
・深い観察深度を実現する観察障害の除去技術の開発

生体情報や組織・臓器・血管等のネットワークを生きたままリアルタイムで可視化

する技術の開発

植物の自家蛍光を排除した農作物イメージング技術の開発

・神経系、免疫系、動物個体、植物・農作物におけるイメージング研究



3-4時間

Hasegawa et al. Plant Cell Physiol. (2016)

植物を⾼速で透明化する⼿法TOMEIの開発

イネの葉の
透明化

イネを丸ごと透明化
TOMEI開発のニュースはYAHOO!のトップページ、朝⽇新聞、読売
新聞などで報道された他、⽂化放送ラジオ番組でも紹介されました。

高活性低活性

微分干渉像 Rab7活性

Highlighted in 
“J Cell Sci (2016)”

Gタンパク質Rab7の活性可視化センサーの開発と応用

細胞の恒常性維持に重要な働きを
するリソソーム分解経路を制御す
るマシナリーの働きを可視化する
ツールを作製した
(J Cell Sci, 129, 329-340, 2016)

Rab7活性
低 ⾼

マクロピノソームとリソソームの融合時のRab7活性の上昇



m-model-desk-ml@tusml.tus.ac.jp
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＜組織名＞
先進農業エネルギー理工学研究部門

＜設置期間＞
2016年4月1日～2021年3月31日

＜構成メンバー＞
■東京理科大学
・朽津和幸 教授（植物生理学）
・鞆達也 教授（光合成）
・杉山睦 准教授（透明太陽電池、農業用センサー）

■諏訪東京理科大学
・渡邊康之 准教授（農業用太陽電池、光合成測定）
・大橋昇 研究員（有機薄膜太陽電池、植物栽培）
・松江英明 教授（通信・ネットワーク工学、農業IoT）
・山口一弘 助教（画像・信号処理）
・松岡隆志 教授（量子情報理論）
・平尾毅 准教授（製品開発戦略）

■八ヶ岳中央農業実践大学校
・奥 久司 客員研究員（実践農業）
■九州大 安達千波矢 研究室（有機光エレクトロニクス）
・中野谷一 准教授（農業用有機EL照明）
■(株）イデアルスター
・表研次 代表取締役副社長（有機薄膜太陽電池）

Solar Matching

発電

農作物栽培

＜設置⽬的＞
理工学を主体とした電気電子工学科、応用生物科学科や経営情報学科等のあらゆる学内外研究
者が次世代農業技術の開発に参画し、エネルギーの地産地消、地方創生、TPP問題等の課題を
解決することを目的とする。

＜研究テーマ＞
農業⽣産と両⽴できる光透過型有機薄膜太陽電池を
基盤とした次世代農業技術の確⽴

＜研究内容＞
農地の上に隙間を開けて太陽光パネルを設置する「ソー

ラーシェアリング」に注目が集まっているが、図1に示すように
パネルの影による農作物のへの影響や高い設置コスト等の
課題がある。上記課題に対し、農作物栽培に必要な光（青と
赤）を透過し、それ以外の光(主に緑)で発電可能な有機薄膜
太陽電池を用いた「ソーラーマッチング(農業用OPV)」を提案
し、農作物栽培と太陽光発電の両立が可能なことを実証した。
今後、本技術を基盤に圃場や太陽光利用型植物工場等の施
設園芸における作物の収穫量向上技術を開発するための科
学的検証を行う。
本研究部門では、東京理科大学が持つ理工薬学の技術と

諏訪東京理科大学が持つ農業関連の工学技術を融合させ、
「ソーラーマッチング」による農業と発電の両立や IoT の活用
による農業の生産性の向上、省力化など「革新的な農業工
学」を社会に提供し、日本の農業と産業の進展を図ることを目
的とする。



＜研究成果ハイライト①＞
長野県との共同研究（NHKイブニング信州/2016年6月29日）

＜研究成果ハイライト②＞
キックオフ会＠諏訪東京理科大学

2016年07月27日
ふくしま復興・再生可能エネルギー産業フェア2016
2016年10月19日（水）・20日（木）



Advanced EC Device Research Division
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Only at TUS
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Ar O2

Thin Solid Films, 535(2014)287.  Electrochemica Acta 131(2014) 236,  2014-064326
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メンバー構成

テーマⅠ 構造

部門長 理学部第一部物理学科 ・教授 本間芳和 ★ 工 学 部 教 養 ・ 准 教 授 山 本 貴 博

理学部第一部化学科・教授 田所 誠 理 学 部 第 一 部 応 用 物 理 学 科 ・ 准 教 授 伊 藤 哲 明

東北大学大学院理学研究科物理学専攻・准教授 松井広志 東京大学大学院・工学系研究科・機械工学専攻・教授 大宮司啓文

テーマⅡ 濡れ

★理工学部機械工学科・教授 上野一郎 理 学 部 第 一 部 応 用 物 理 学 科 ・ 講 師 住 野 豊

理学部第一部物理学科 ・教授 三浦和彦 基 礎 工 学 部 材 料 工 学 科 ・ 講 師 小 嗣 真 人

理工学部機械工学科・講師 塚原隆裕 大 阪 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 機 械 工 学 専 攻 ・ 准 教 授 山 口 康 隆

テーマⅢ 流れ

★工学部機械工学科・准教授 元祐昌廣 工 学 部 工 業 化 学 科 ・ 准 教 授 橋 詰 峰 雄

理学部第一部物理学科・教授 徳永英司 理 学 部 第 一 部 応 用 化 学 科 ・ 教 授 大 塚 英 典

理学部第一部化学科・教授 築山光一 基 礎 工 学 部 電 子 応 用 工 学 科 ・ 講 師 安 藤 格 士

電気通信大学 ・先端超高速レーザー研究センター ・教授 小林孝嘉

テーマⅣ 反応

★理学部第一部化学科・教授 由井宏治 工 学 部 工 業 化 学 科 ・ 教 授 河 合 武 司

理 学 部 第 一 部 応 用 化 学 科 ・ 教 授 中 井 泉 総 合 研 究 院 光 触 媒 研 究 推 進 拠 点 ・ 准 教 授 寺 島 千 晶

大阪市立大学・工学研究科電子情報系専攻・教授 白藤 立

★テーマリーダー

設 置 期 間 ： 2 0 1 5 年 4 月 1 日 ～ 2 0 2 0 年 3 月 3 1 日

 設置目的

材料表面やナノ物質・生体物質の制限空間内に存在する界面水を対象に、その構造・機能
の探究を通じて新たな水の学理を創成するとともに、ミクロな視点から水が材料表面物性、化
学反応や生命現象、アグリ、気象等において果たす役割を統一的に理解し、水の高度利用を
推進する。

 組織の現状と将来展望
• 研究グループの再編（2015年12月）

⇒ミクロな水を理解するための連携がし易いグループ編成
⇒分子から流体までを繋ぐシミュレーションの強化（学外メンバー）
⇒応用（エネルギー・医療・アグリ・気象）との関係の明確化

• 水の科学とその高度利用の世界的研究拠点の形成をめざす。

研究テーマ

物質・材料表面の「水」を「構造」「濡れ」「流れ」「反応」という４つの視点から捉える
【テーマ１】構造：親水/疎水・サイズ制御されたナノ細孔材料の水の構造・物性理解と機能制御
【テーマ２】濡れ：様々な側面から高精度観察することによる濡れ現象の理解とその応用深化
【テーマ３】流れ：流れを含む系の界面近傍における水の反応の理解および制御
【テーマ４】反応：水表面・界面特異性を巧みに利用した新規ナノ・薄膜材料を創成

材料

気相、液相

界面水



低次元構造水の相転移・相図の研究

低次元の水に関する熱力学・流体力学の学術の深化

革新的なエネルギー貯蓄・低摩擦素材の開発（エネルギー）、再生水製
造技術（環境・アグリ）、生体適合材料の開発（バイオ・医療）への寄与

圧力・温度

部門内（本間・由井・山本・伊藤）＋部門間（ナノカーボン研究部門：山本・小鍋・千足）連携研究
により科研費基盤研究(A)（H28‐H30）獲得

常温・常圧下での⼈⼯メタンハイドレードの創成

材料合成 NMR測定 & 広域分光測定

T=278K

創る ⾒る 知る
電⼦状態計算 &
分⼦動⼒学計算

理学部化学科
⽥所研究室

東北⼤院理・松井研究室
（WFS部⾨・客員教授）

⼯学部教養
⼭本研究室

〜 合成・計測・理論の共同研究成果 〜

ナノ細孔分⼦結晶内に常温・常圧でメタンハイドレードの合成に成功！



分子連関相乗系研究部門
Research Division for Synergetic Supramolecular
Coordination Systems inMultiphase

設置期間：2013年4月1日～2018年3月31日

メンバー構成

(部門長) 理学部第一部･化学科･教授 田所 誠

(副部門長) 薬学部･生命創薬科学科･教授 青木 伸

理学部第一部･化学科･教授 宮村 一夫

(広報) 理学部第二部･化学科･教授 佐竹 彰治

(本務教員) 総合研究院･教授 黒田 玲子

(併任教員) 理学部第一部･化学科･教授 斎藤 慎一

理学部第一部･応用化学科･教授 鳥越 秀峰

理学部第一部･化学科･准教授 河合 英敏

理学部第二部･化学科･教授 秋津 貴城

理学部第一部･応用化学科･准教授 根岸 雄一

生命医科学研究所･准教授 宮本 悦子

工学部第一部･工業化学科･講師 今堀 龍志

理学部第一部･化学科･講師 榎本 真哉

(客員教授)

(独)製品評価技術基盤機構･主任研究官 紙野 圭

金沢大学名誉教授 遠藤 一央

中央大学理工学部応用化学科･教授 芳賀 正明

(客員研究員)

香川大学工学部材料創造工学科･講師 磯田 恭佑

千葉工業大学工学部化学教室・助教 菅谷 知明
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プロトン移動活性化エネルギー

非対称な2状態ピークを観測

1つのブロードな陽子の核電子密度

293Kでの中性子構造解析結果
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極低温での不整合な陽子電子移動

極低温での陽子移動の停止とトンネル電子移動
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トンネル移動

e–

H+
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プロトン移動座標

ReIII ReIV ReIII ReIV

ReIII ReIV

プロトン電子連動分子系の創成

Prof. M. Tadokoro Prof. M. Haga Dr. H. Kamebuchi
理学部化学科 中央大学 理学部化学科

理学部化学科

電子移動座標

プロトン電子移動座標

プロトン電子移動座標（極低温）

整合

陽子と電子の同期移動系

陽子電子移動による巨大誘電物性の発現
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ClCH2CH2Cl

ZnX2

Zinc(II)による分解反応に基づくTris-heteroleptic Ir錯体の合成

Tamura, Y.; Hisamatsu, Y.; Kumar, S.; Itoh, T.; Sato, K.; Kuroda, R.; Aoki, S. Submitted for publication

Major product
青木 伸

（薬・生命創薬）

New structure  & functions ?

Trisheteroleptic
complex

黒田 玲子 佐藤 享平

（総合研究院）
河合 英敏 斎藤 慎一

（理・化）

佐竹 彰治
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未利用熱エネルギー変換研究部門 
Division of Thermoelectrics for Waste Heat Recovery  

Division of Thermoelectrics for Waste Heat Recovery 

設置期間　平成25年4月　～　平成30年3月 

構成メンバー 
部門長：西尾　圭史　（基礎工学部材料工学科） 
　　　　飯田　努　　（基礎工学部材料工学科） 
　　　　向後　保雄　（基礎工学部材料工学科） 
　　　　小柳　潤　　（基礎工学部材料工学科） 
　　　　田村　隆治　（基礎工学部材料工学科） 
　　　　平山　尚美　（基礎工学部材料工学科） 
　　　　藤本憲次郎　（理工学部工業化学科） 
　　　　安盛　敦雄　（基礎工学部材料工学科） 
客員　：4名 
 

目的 
地球温暖化への迅速な対応として300~600°C
の排熱を利用付加価値の高い電気エネル ギー
に変換する環境低負荷・生体適応型で、かつ
10%以上の変換効率が期待される次世 代熱電
変換材料および発電システムの開発  

将来的な開発目標 
自動車排熱や工業排熱を有効利用するための実用向け環境低負荷型熱電変
換材料、例えばシリサイド系(Mg-Si、Mn-Si)、Si系、Zintl系および酸化物
系材料の開発および発電モジュール作製のための要素技術開発 

Division of Thermoelectrics for Waste Heat Recovery 
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SbZn(Auto) SbZn

Sb 0.5at% + Zn 0.5at%

Division of Thermoelectrics for Waste Heat Recovery 

Metal Mask

Mg2Si pellet

Holding time 0 h 100 h 500 h 1000 h 

Mg2Si Resistivity 
 [×10-6 Ω・m] 

3.36 
3.60 

3.97 
3.96 

3.75 
4.04 

3.85 
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Contact Resistivity  
[×10-9 Ω・m2 ] 
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1.56 
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Efficiency
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Monobloc

Sintering
 110
 1.20
 3.0
 7.0
 0.264

Screen 
Printing
 157
 1.62
 3.5
 5.6
 1.52


Division of Thermoelectrics for Waste Heat Recovery 
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Photocatalysis International Research Center
2013 4 1 2018 3 31
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火災科学研究センター (火災安全科学研究拠点)
Center for Fire Science and Technology  (Research Center for Fire Safety Science)
設置期間：2004年4月1日～2018年3月31日
構成メンバー
センター長 辻本 誠 工学部第二部 建築学科 教授
本務教員 池田 憲一 総合研究院 火災科学研究センター 教授

小林 恭一 総合研究院 火災科学研究センター 教授（非常勤）
関沢 愛 総合研究院 火災科学研究センター 教授
松原 美之 総合研究院 火災科学研究センター 教授

併任教員 森田 昌宏 理学部第一部 数理情報科学科 教授（非常勤）
倉渕 隆 工学部第一部 建築学科 教授
庄野 厚 工学部第一部 工業化学科 教授
河野 守 工学部第二部 建築学科 教授
大宮 喜文 理工学部 建築学科 教授
衣笠 秀行 理工学部 建築学科 教授
須川 修身 諏訪東京理科大学 システム工学部 教授
秋津 貴城 理学部第二部 化学科 教授
兼松 学 理工学部 建築学科 教授
松山 賢 国際火災科学研究科 火災科学専攻 教授
水野 雅之 国際火災科学研究科 火災科学専攻 准教授

技術者 沖永 誠治 総合研究院 火災安全科学研究拠点 技術者
丁 鐘珍 総合研究院 火災安全科学研究拠点 技術者

RA 姜 昇具 国際火災科学研究科 博士後期課程 RA
客員教授 佐野 友紀 早稲田大学 人間科学学術院 教授

田中 哮義 元京都大学 防災研究所 教授
萩原 一郎 (独)建築研究所 防火研究グループ長
長谷見 雄二 早稲田大学 教授
原田 和典 京都大学 教授
M. A. Delichatsios アルスター大学 教授
李 克欣 中国科学院上海高等研究院 低炭素都市研究センター 主任
清水 直文 日本電信㈱ 先端集積デバイス研究所 主任研究員

客員准教授 岡 泰資 横浜国立大学 准教授
中村 祐二 豊橋技術科学大学 准教授
福井 潔 ㈱日建設計 室長
山内 幸雄 消防研究センター 研究員
山田 茂 ㈱フジタ ｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ
若月 薫 信州大学 繊維学部 准教授

客員研究員 鈴木 淳一 国土交通省 国土技術政策総合研究所 主任研究官

 火災科学研究センターの成果は，各産業分野で最終的に
規制に繋がることが多い。

 共同利用・共同研究の制度を利用して，（基礎的な）研究
段階から産官学が協働で実施する。

 将来的には，

 官：規制策定に向けて前進
 産：技術開発の促進

さらに，
JIS，ISO等にも反映

■研究テーマ・現状と将来展望

■従来の火災科学研究領域を対象に，産学官の連携・融合を有機的に図る上で新たな領域での研究展開を実施

⇒ 新領域の創成！・・・・・エネルギー利用技術のリスク評価 等

 潜在的火災リスクの探求（新研究領域・シーズ）
 新エネルギー産業：
 太陽光発電を始めとするエネルギー関連の火災安全等

 輸送・原子力発電：
 高速輸送（新幹線，航空等）の軽量化に伴う火災危険性
 通常の空間環境とは異なる原子力施設の火災防護 等

 建築・都市の火災科学研究の深化
 人間社会科学領域

 群衆歩行に及ぼす滞留の影響
 超・超々高層建築物の全館避難性状

 材料科学領域
 ファサード試験による延焼危険性評価

 FTIRによる建材毒性試験方法
 あと施工アンカーの耐火性能評価
 中性子を用いたコンクリートの高温下挙動の解明

 先端測定技術領域
 テラヘルツ電磁波の火災分野への応用

 調査統計リスク分析領域
 東アジアの防火基準比較

 研究テーマ

 将来展望



 人間社会科学領域：超・超々高層建築物の全館避難性状

 背景
• アジアの諸都市で超高層建築物が林立
• 外装の燃焼に起因した上階延焼火災
• テロや地震（長周期による揺れ）対応
• 1時間を超える避難（滞留時間の延長）

 目的
• 実用的階段避難流動予測手法の構築
• 順次避難シナリオの最適化

 研究成果
• 25階建てオフィスビル避難訓練の調査
• 階段部の流動量に着目した避難流動

モデルの構築と妥当性確認
• 避難指示の待機時間と避難中の滞留

時間の心理負荷の把握とその最適化

■研究成果ハイライト 超高層避難における心理負荷の最適化！

 発表論文
• 水野雅之，田中教之，仙道英剛，関澤愛，門倉博之，藤井皓介，佐野友紀：高層事務所ビルの全館

避難訓練時における階段歩行に関する実測調査とその分析 その15 －順次避難における階段室内の
避難流動や滞留に関する分析－，日本火災学会研究発表会梗概集，pp.38-39，2016年5月

• M. Mizuno, et al.: Development of Flow Model in Staircase by Considering Mechanism of 
Flow Stop by Congestion with People, Proc. Vol. 2, Interflam2016, pp.1641-1643, July 2016

 材料科学領域：FTIRによる建材毒性試験方法

• 散水による 火災抑制性能 の把握は
燃焼生成ガス 不十分

• 材料燃焼下への散水を伴う生成ガス分
析の手法はない

■研究成果ハイライト 消火（散水）に伴う生成ガスの評価！

 発表論文
• 緑川翔悟，水野雅之，大井川岳：自由燃焼下の有機高分子材料への散水に伴う生成ガスの分析，日

本火災学会研究発表会梗概集，pp.318-319，2016年5月

• 「散水を伴う燃焼材料からの生成ガス」
の分析手法の一提案

• 「材料別の散水時の燃焼挙動」の把握

火災時には，・・・・・＜避難の妨げにも＞
• 様々な有機材料（物品）が燃焼
• 消火のため水による冷却
散水により燃焼生成ガスが変化！？

燃焼生成ガスは， 有機材料の構成原子
雰囲気酸素濃度

により異なる 反応温度

 背景

 目的

スプリンクラーの
散水密度を再現

燃焼材料：
Wood, PMMA, PE, PP, PVC, Nylon, Urethane
ガス分析（酸素O2消費→発熱速度も含む）：
HCl, C3H4O , HCHO, NO, NO2, HCN, CO, CO2, Vapor
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先端都市建築研究部門
Division of Advanced Urbanism and Architecture

設置期間：2014年4月1日～2019年3月31日

メンバー構成
（ 部門長 ）
（併任教員）

（客員教授）

工学部・　　　建築学科・　教授　　宇野　　求
工学部・　　　建築学科・　教授　　伊藤　裕久
工学部・　　　建築学科・　教授　　郷田　桃代
工学部第二部・建築学科・　教授　　河野　　守
工学部第二部・建築学科・　教授　　今本　啓一
工学部・　　　建築学科・　教授　　高橋　　治
工学部　　　・建築学科・　講師　　熊谷　亮平
理工学部　　・建築学科・ 教授　　伊藤　香織
理工学部　　・建築学科・准教授　　安原　　幹
工学部　　　・建築学科・准教授　　栢木まどか
工学部　　　・建築学科・　助教　　濱　　定史
工学部　　　・建築学科・　助教　　高　　佳音
工学部　　　・建築学科・　助教　　石山さつき　
工学部　　　・建築学科・　助教　　藤井　健史
東京大学　名誉教授　　　　　　　　篠原　　修

組織の現状

・「外濠再生懇談会」設置。「外濠再生構想」等、都市再生にかかる計画について検討協議する場として、法政大学、中央大学、東
京都市大学とともに。 

・「外濠市民塾」を組織。法政大、理科大、DNPが幹事となり、市民とともに地域研究に必要な情報収集、都市計画の合意形成の
ための意見交換。 

・「粋な神楽坂まちづくり促進委員会」に参画。当該地域の地域計画、エリアマネジメントの課題について、建築計画、防火防災の
観点から調査研究を実施。 

目的： 
現代建築と都市基盤の更新によるサステナブル、レジリアントな都市環境計
画理論および手法の構築

対象地域： 
神楽坂・外濠周辺地域＋外濠・神田川周辺地域→国内城下町同型地域・アジ
ア都市旧城壁周辺地域に展開

期待される研究成果： 
・体系的に整理されたサステナブルでレジリアントな技術、方法
・実践的統合システムとしての都市設計方法および評価方法の開発

研究テーマ 

・江戸東京の旧周縁地域における都市再生手法の開発  
・近代化にともなう東アジア諸都市の旧周縁地域の都市再生手法の開発  
・設計、防災、環境、景観、歴史文化の建築系各研究分野による学術と各要素技術との相互関係を見据えた実践的計画手法



年度研究成果ハイライト サステナブル

■「外濠再生懇談会」設置、第1回 懇談会 開催 
 @法政大学、2016 0127

外濠再生に関するビジョン、都市計画など、意見交換
と検討協議 

地域区民（新宿区、千代田区）、在勤都民区民、地域
町会、地域団体および区都国などの行政職員、大学教
員など

東京の地域特性を継承する計画手法検討と合意形成の枠組みの設置

外濠再生懇談会推進体制（2016 0127）

牛込御門復元、神田明神周辺他の修復スタディ 2015年度後期 →　地元、地域に公開　意見・評価を収集　2016 春夏期　

神楽坂地域の都市性能の調査と計測

神楽坂かくれんぼ横丁の実況（河野研）2015

神楽坂地域の都市性能（計画）の調査計測と可視化（郷田研）2015

年度研究成果ハイライト 　レジリアント



Design Thinking  :
Fintech 

Incorporate new business mechanisms into the manufacturing companies.

Product based business model 
Revenue from Products

Competitive on
the Products

Service based business design 
Revenue from Products

Product based business design
Revenue from Services

Competitive 
on the 
System

Value in system business model

System  Design with 
Outcome, Value for customer

New 
World
N

W

IoT
World



WG1a
NEC

Pivot

Pivot

WG1b
NEC

BUSINESS DESIGN 

WG2
JC

(1)
(2)
(3)

WG1

WG2

WG3

MEMS ,2015.4,

KANSAI ,2015.5,

Profuture HR Summit 2015 ,2015.06, 

German Institute Japan ,2015.09,

Global Forum Shaping the Future 2015 ,2015.09,

,2015.11,

Gartner IT Summit ,2015.11,

TBD ,2015.11,

OISPG Open Innovation 2.0 Conference 2016 ,2016.05,

Profuture HR Summit 2016 ,2016.05,

IoT ,2016.05,

Global Forum Shaping the Future 2015 ,2016.09,



総研の職 氏名 研究分野 職

本務教員 阿部　正彦 コロイドおよび界面化学、有機工業材料 教授

池田　憲一 建築構造、建築材料、耐火構造、耐火設計、火害診断 教授

黒田　玲子 固体化学、結晶学、キラル化学、分光学、発生生物学 教授

関澤　愛 建築計画、都市計画、火災安全工学、避難計画、統計分析 教授

髙柳　英明 低温電子物性、超伝導素子の物理 教授

武田　健 環境化学、環境分子毒性化学、予防医学、細胞生物学 教授

堀場　達雄 電気化学デバイス材料およびシステム 教授

松原　美之 火災安全科学 教授

渡部　俊太郎 応用光学・量子光工学 (レーザー物理) 教授

勝又　健一 無機工業材料 (光触媒、粒子形態制御、ナノシート) 准教授

寺島　千晶 プラズマ化学、ダイヤモンド、光触媒、電気化学、分析化学 准教授

小鍋　哲
ナノ構造科学 (ナノスケール物質の光応答)、
               原子・分子・量子エレクトロニクス・プラズマ (光格子中冷却ボース原子気体のダイナミクス) 講師

野島　雅 分析化学・機器分析・環境科学 講師

阿部　真典 発生生物学 (動物個体の左右性形成) 助教

鈴木　孝宗 多孔性セラミックス、ナノ構造制御、物性評価、環境浄化（主として浄水) 助教

松永　朋子 エピジェネティクス制御を介した植物の環境応答（分子生物学・画像解析） 助教

BHADANI Avinash コロイドおよび界面化学、新しい界面の創製 助教

DAHBI　Mouad リチウムイオン電池、ナトリウムイオン電池開発 助教

プロジェクト 荒木　光典 気相分子の赤外・可視分光 　

研究員 今井　貴之 赤外自由電子レーザー共用による先端計測分析技術研究拠点形成 　

梅澤　雅和 ナノ材料、幼少児健康、リスク評価、リスクコミュニケーション、次世代影響 　

川﨑　平康 赤外自由電子レーザー共用による先端計測分析技術研究拠点形成 　

崔　錦丹 太陽光発電予測に基づく調和型電力系統制御のためのシステム理論構築 　

田中　芳治 次世代型ロボットによる視覚・体内から捉える飼養管理高度化システムの開発 　

中里　智治 ハイブリッドArFレーザの研究 　

中田　時夫 CIS太陽電池高性能化技術の研究開発 　

中野　正貴 植物のROS・膜交通シグナル制御機構の解明に基づく新奇植物免疫活性化剤の創出 　

深井　尋史 二酸化炭素原料化基幹化学品製造プロセス技術開発 　

佐藤　享平 キラルな新規かご状錯体の構築とその内部空間によるキラリティーの制御に関する研究 　

Ishwor Khatri
太陽エネルギー技術開発研究、太陽光発電システム次世代高性能技術の開発、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＣＩＳ系薄膜太陽電池の高効率化技術の研究開発 　

Mu　Lizhong 固気液３相境界線のダイナミクス、高速高効率な物質・熱輸送技術の確立 　

Nguyen Duc Tuyen
風力発電等技術研究開発/風力発電高度実用化研究開発/風車部品高度実用化開発
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小型風力発電部品標準化） 　

Sakiat　Hossain 新規金属クラスターの創成 　

ＰＤ 岩端　一樹 非可食性セルロースを燃料源とする燃料電池の研究開発 　

坂本　勇貴 極微小空間の反応・温度・力学特性を測定する高度イメージング技術開発拠点の形成 　

竹内　公平 極微小空間の反応・温度・力学特性を測定する高度イメージング技術開発拠点の形成 　

土屋　好司 非可食性セルロースからの化学原料の創製および燃料電池への応用 　

中林　志達 二酸化炭素の還元に寄与する光触媒材料の助触媒探索 　

花俣　繁 極微小空間の反応・温度・力学特性を測定する高度イメージング技術開発拠点の形成 　

洪　正洙 二酸化炭素の吸着能と光還元機能を具えた人工光合成材料の創製 　

松村　充敏 非可食性セルロースからの化学原料の創製および燃料電池への応用 　

松本　勇記 バイオマスの糖化及び糖利用技術の開発 　

Nitish Roy 太陽光利用ハイブリット光触媒による二酸化炭素の高効率還元 　

技術者 沖永　誠治 火災安全科学研究拠点 　

智原　久仁子 次世代蓄電池の研究 　

丁　鐘珍 火災安全科学研究拠点 　

総合研究院本務教員



総合研究院沿革 Tokyo University of Science

1990～1999

2000～2009

2010～

歴代の長

総合研究所発足　
固体物性、界面科学、火災科学、リモートセンシングの4部門

破壊力学部門開設　全5部門

バイオシステム部門開設　全6部門

生命科学部門発足　全7部門
● 固体物性研究部門、破壊力学研究部門を解消
● バイオシステム研究部門をインテリジェント研究部門へ改称
● 計算力学研究部門開設、高温超伝導研究部門開設　全7部門

生命科学研究所創設

1981.1.22

1982

1983

1987

1988

1989

静電気研究部門開設　全8部門
野田地区に研究スペースを確保

付属研究施設・海洋生物研究施設設置

情報科学教育・研究機構発足

付属研究施設・高機能新素材合成解析センター設置

1990

1994

1996

1997

ＤＤＳ研究部門が学術研究高度化推進事業に採択

火災科学研究部門が21世紀COEプログラムに採択

「東京理科大学における研究所等のあり方について（答申）」

「東京理科大学総合研究機構設立の提案
（東京理科大学総合研究所将来計画の最終答申）」

総合研究機構発足　10センター　5研究部門

研究推進室を設置

東京理科大学創立125周年

研究技術部研究機器センター設立

総合研究機構設立記念フォーラム「サイエンス－ひと－２１」開催　

赤外自由電子レーザー研究センターが
先端研究施設共用イノベーション創出事業に採択

社会連携部を設置

第2回総合研究機構フォーラム
「人の生活を支える歯の再生医療と人間動作のエンハンスメント」開催

火災科学研究センターがグローバルCOEプログラムに採択

第3回総合研究機構フォーラム「ものづくりから環境まで̶創造的分野横断」開催
「現状と課題」初刊

火災科学研究センターが理系の私学で初の共同利用・共同研究拠点として認定

第4回総合研究機構フォーラム「Only in TUSを目指して」開催
News Letter 「RIST」初刊

2003.4

2003.7

2004.3

2005.4

2005.11.1

2006.1

2006.5

2006.10

2006.11

2007.4

2007.7

2007.11

2008.6

2008.10

2009.7

2009.8

「領域」の導入
火災科学研究センターグローバルCOEプログラムにより国際火災科学研究科を新設

経済産業省「イノベーション拠点立地支援事業」により、光触媒国際研究センターを設置

研究戦略　産学連携センター（URAセンター）設置

「総合研究棟」オープニングセレモニー開催

研究推進機構 総合研究院へ改組
光触媒研究センターが共同利用・共同研究拠点に認定

第10回総合研究機構フォーラム「Only at TUSを目指して」開催

総合研究院に研究懇談会を設置

6研究センター　23研究部門　２共同利用・共同研究拠点

2010.4

2013.4

2014.4

2014.5.29

2015.4

2015.11

2016.4

2016.10現在

高木 敬次郎 （1981-1982）

丸安 隆和 (1982-1985)

鶴田 禎二 （1985-1990）

向山 光昭 （1990-2001）

浅島　誠 （2016-現在）

石井 忠浩 （2001-2004）

二瓶 好正 （2004-2007）

福山 秀敏 （2007-2016）

1980～1989

［野田キャンパス］

交通アクセス

JR山手線…秋葉原駅乗換え→（つくばエ
クスプレス）流山おおたかの森駅乗換え
→東武野田線（アーバンパークライン）
運河駅まで[約41分]

JR山手線…上野駅乗換え→（JR常磐線
快速）柏駅乗換え→東武野田線（アー
バンパークライン）運河駅まで[約49分]

秋葉原駅から

東京駅から

上野駅から

アクセス
東武野田線（アーバンパークライン）
「運河駅」下車 徒歩5分
つくばエクスプレス…流山おおたかの森
駅乗換え→東武野田線（アーバンパー
クライン）運河駅まで[約38分]

JR常磐線快速…柏駅乗換え→東武野
田線（アーバンパークライン）運河駅まで
[約43分]

千葉駅から

大宮駅から
東武野田線（アーバンパークライン）…
運河駅まで[約60分]

JR総武線…船橋駅乗換え→東武野田
線（アーバンパークライン）運河駅まで
[約60分]

飯田橋駅

上野駅

大宮駅

新宿駅

東京駅

神楽坂キャンパス

秋葉原駅 船橋駅

千葉駅

柏駅

流山おおたかの森駅
運河駅

野田キャンパス

葛飾キャンパス

金町駅

JR
つくばエクスプレス
東武野田線
（アーバンパークライン）
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● 先端情報通信研究部門
● マイクロ・ナノ界面熱流体力学国際研究部門
● ナノカーボン研究部門
● バイオオルガノメタリクス研究部門
● 未利用熱エネルギー変換研究部門
● 界面科学研究部門
● 分子連関相乗系研究部門
● 先端都市建築研究部門
● アカデミック・ディテーリング・データベース部門
● 医理工連携研究部門
● 数理モデリングと数学解析研究部門
● ウォーターフロンティアサイエンス研究部門
● 再生医療とDDSの融合研究部門
● 太陽光発電技術研究部門
● 先端ECデバイス研究部門
● アグリ・バイオ工学研究部門
● ものこと双発研究部門
● 大気科学研究部門
● 超分散知能システム研究部門
● 脳学際研究部門
● インテリジェントシステム研究部門
● 先進農業エネルギー理工学研究部門
● 現代代数学と異分野連携研究部門

● 火災科学研究センター
● 赤外自由電子レーザー研究センター
● キラリティー研究センター
● 光触媒国際研究センター
● トランスレーショナルリサーチセンター
● イメージングフロンティアセンター

● 火災安全科学研究拠点 火災安全科学研究拠点運営委員会

公募課題選定委員会

● 光触媒研究推進拠点 光触媒研究推進拠点運営委員会

公募課題選定委員会

平成28年10月1日
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総合研究院



　次世代データマイニング研究部門

　山岳大気研究部門

　量子生命情報研究部門

　インテリジェントシステム研究部門

　創薬フロンティア研究部門

　長万部地域社会研究部門

　先端情報通信研究部門

　マイクロ・ナノ界面熱流体力学国際研究部門

　バイオオルガノメタリクス研究部門

　ナノカーボン研究部門

　未利用熱エネルギー変換研究部門

　界面科学研究部門

　分子連関相乗系研究部門

　先端都市建築研究部門

　アカデミック・ディテーリング・データベース部門

　医理工連携研究部門

　数理モデリングと数学解析研究部門

　ウォーターフロンティアサイエンス研究部門

　再生医療とDDSの融合研究部門

　太陽光発電技術研究部門

　先端ECデバイス研究部門

　アグリ・バイオ工学研究部門

　ものこと双発研究部門

　大気科学研究部門

　超分散知能システム研究部門

　脳学際研究部門

　インテリジェントシステム研究部門

　先進農業エネルギー理工学研究部門

　現代代数学と異分野連携研究部門

　赤外自由電子レーザー研究センター

　火災科学研究センター

　戦略的環境次世代健康科学研究基盤センター

　先端ホログラフィ技術研究開発センター

　キラリティー研究センター

　光触媒国際研究センター

　トランスレーショナルリサーチセンター

　イメージングフロンティアセンター

　火災安全科学研究拠点

　光触媒研究推進拠点

　神楽坂 人・未来研究部門

　物質界面化学研究部門

　インテリジェントシステム研究部門

　数学教育研究部門

　知識インターフェース研究部門

　ものづくり・先端計測科学研究部門

　次世代フォトニック応用研究部門

　ケミカルバイオロジー研究部門

　再生工学研究部門

　危機管理・安全科学技術研究部門

　トランスレーショナルリサーチ部門

　先端デバイス研究部門

　太陽光発電研究部門

　エコシステム研究部門

　エネルギー・環境光触媒研究部門

　次世代データマイニング研究部門

　山岳大気研究部門

　量子生命情報研究部門

　創薬フロンティア研究部門

　長万部地域社会研究部門

　イメージングフロンティア研究部門

　先端情報通信研究部門

　マイクロ・ナノ界面熱流体力学国際研究部門

　ナノカーボン研究部門

　バイオオルガノメタリクス研究部門

　ヒト疾患モデル研究部門

　未利用熱エネルギー変換研究部門

　界面科学研究部門

　分子連関相乗系研究部門

　先端都市建築研究部門

　アカデミック・ディテーリング・データベース部門

　医理工連携研究部門

　赤外自由電子レーザー研究センター

　先端材料研究センター

　火災科学研究センター

　DDS研究センター

　ゲノム創薬研究センター

　再生工学研究センター

　ナノサイエンス・テクノロジー研究センター

　グリーン光科学技術研究センター

　ホリスティック計算科学研究センター

　人間支援工学研究センター

　量子生命情報研究センター

　ナノ粒子健康科学研究センター

　ポリスケールテクノロジー研究センター

　キラルマテリアル研究センター

　界面科学研究センター

　がん医療基盤科学技術研究センター

　グリーン＆セーフティ研究センター

　戦略的物理製剤学研究基盤センター

　RNA科学総合研究センター

　戦略的環境次世代健康科学研究基盤センター

　先端ホログラフィ技術研究開発センター

　キラリティー研究センター

　光触媒国際研究センター

　トランスレーショナルリサーチセンター

　火災安全科学研究拠点

　火災科学

　界面科学

　インテリジェントシステム

　基礎科学

　先端材料

　環境・エネルギー

　光科学

　　DDS
　数学教育

　固体物性

　破壊力学

　バイオシステム

　生命科学・生命科学研究所

　計算力学

　高温超伝導

　静電気

　リモートセンシング

　赤外自由電子レーザー研究センター

　先端材料研究部門研究センター

　火災科学研究センター

　DDS研究部門研究センター

　海洋生物研究施設

　高機能合成解析センター

　再生工学研究センター

　計算科学フロンティア研究センター

　情報メディアセンター

　ゲノム創薬研究センター

　ナノサイエンス・テクノロジー研究センター

総合研究院 組織変遷表　　
1986 1987 1988 1989 19901981 1982 1983 1984 1985

2 3 4
1996 1997 1998 1999 20001991 1992 1993 1994 1995

10 11 12 13 14
2001 2002 2003 2004

■研究センター部

■共同利用・共同研究推進部

■共同利用・共同研究拠点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　西暦
組織名　　　　　　　　　　　　　　　元号

◆総合研究院
■研究部門

■研究センター

15 165 6 7 8 9昭.56 57 58 59 60 61 62 63 平.元

◆基礎工学研究科附属研究施設

◆総合研究所
■研究部門

◆生命科学研究所附属研究施設

◆情報科学教育・研究機構

◆薬学研究科附属研究施設

■研究施設

◆総合研究機構
■研究部



2015年4月1日発足

　次世代データマイニング研究部門

　山岳大気研究部門

　量子生命情報研究部門

　インテリジェントシステム研究部門

　創薬フロンティア研究部門

　長万部地域社会研究部門

　先端情報通信研究部門

　マイクロ・ナノ界面熱流体力学国際研究部門

　バイオオルガノメタリクス研究部門

　ナノカーボン研究部門

　未利用熱エネルギー変換研究部門

　界面科学研究部門

　分子連関相乗系研究部門

　先端都市建築研究部門

　アカデミック・ディテーリング・データベース部門

　医理工連携研究部門

　数理モデリングと数学解析研究部門

　ウォーターフロンティアサイエンス研究部門

　再生医療とDDSの融合研究部門

　太陽光発電技術研究部門

　先端ECデバイス研究部門

　アグリ・バイオ工学研究部門

　ものこと双発研究部門

　大気科学研究部門

　超分散知能システム研究部門

　脳学際研究部門

　インテリジェントシステム研究部門

　先進農業エネルギー理工学研究部門

　現代代数学と異分野連携研究部門

　赤外自由電子レーザー研究センター 先端研究基盤共用促進事業

　火災科学研究センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　戦略的環境次世代健康科学研究基盤センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　先端ホログラフィ技術研究開発センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　キラリティー研究センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　光触媒国際研究センター 先端技術実証・評価設備整備費等補助金（経済産業省）

　トランスレーショナルリサーチセンター 戦略的研究基盤形成支援事業

　イメージングフロンティアセンター 戦略的研究基盤形成支援事業

　火災安全科学研究拠点

　光触媒研究推進拠点

平成17年11月1日発足

　神楽坂 人・未来研究部門 部門からの申出により平成21年度をもって終了

　物質界面化学研究部門 H20.4 「界面科学研究部門」から名称変更

　インテリジェントシステム研究部門

　数学教育研究部門

　知識インターフェース研究部門

　ものづくり・先端計測科学研究部門

　次世代フォトニック応用研究部門 H23.4 先端ホログラフィ技術研究開発センターに改組

　ケミカルバイオロジー研究部門

　再生工学研究部門 H22.4 RNA科学総合研究センターに改組

　危機管理・安全科学技術研究部門

　トランスレーショナルリサーチ部門 H26.4 トランスレーショナルリサーチセンターに改組

　先端デバイス研究部門

　太陽光発電研究部門

　エコシステム研究部門

　エネルギー・環境光触媒研究部門 光触媒国際研究センター発足に伴い終了

　次世代データマイニング研究部門

　山岳大気研究部門

　量子生命情報研究部門

　創薬フロンティア研究部門

　長万部地域社会研究部門

　イメージングフロンティア研究部門 H27イメージングフロンティアセンターに改組

　先端情報通信研究部門

　マイクロ・ナノ界面熱流体力学国際研究部門

　ナノカーボン研究部門

　バイオオルガノメタリクス研究部門

　ヒト疾患モデル研究部門 H25.4 生命研ヒト疾患モデル研究センターに改組

　未利用熱エネルギー変換研究部門

　界面科学研究部門

　分子連関相乗系研究部門

　先端都市建築研究部門

　アカデミック・ディテーリング・データベース部門

　医理工連携研究部門

　赤外自由電子レーザー研究センター H19.4 先端研究施設共用イノベーション創出事業に採択

　先端材料研究センター

　火災科学研究センター H25戦略的研究基盤形成支援事業

　DDS研究センター

　ゲノム創薬研究センター

　再生工学研究センター

　ナノサイエンス・テクノロジー研究センター

　グリーン光科学技術研究センター 高度化推進事業

　ホリスティック計算科学研究センター 高度化推進事業

　人間支援工学研究センター 高度化推進事業

　量子生命情報研究センター 高度化推進事業

　ナノ粒子健康科学研究センター 高度化推進事業

　ポリスケールテクノロジー研究センター 高度化推進事業

　キラルマテリアル研究センター 高度化推進事業

　界面科学研究センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　がん医療基盤科学技術研究センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　グリーン＆セーフティ研究センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　戦略的物理製剤学研究基盤センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　RNA科学総合研究センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　戦略的環境次世代健康科学研究基盤センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　先端ホログラフィ技術研究開発センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　キラリティー研究センター 戦略的研究基盤形成支援事業

　光触媒国際研究センター 先端技術実証・評価設備整備費等補助金（経済産業省）

　トランスレーショナルリサーチセンター 戦略的研究基盤形成支援事業

　火災安全科学研究拠点

　火災科学

　界面科学 H17.11総合研究機構へ移行

　インテリジェントシステム H17.11総合研究機構へ移行

　基礎科学

　先端材料

　環境・エネルギー

　光科学

　　DDS
　数学教育 H17.11総合研究機構へ移行

　固体物性

　破壊力学

　バイオシステム インテリジェントに改組

　生命科学・生命科学研究所 基礎科学に改組

　計算力学

　高温超伝導 先端材料に改組

　静電気 環境･エネルギーに改組

　リモートセンシング

　赤外自由電子レーザー研究センター H17.11総合研究機構へ移行

　先端材料研究部門研究センター H17.11総合研究機構へ移行

　火災科学研究センター H17.11総合研究機構へ移行

　DDS研究部門研究センター H17.11総合研究機構へ移行

　海洋生物研究施設

　高機能合成解析センター

　再生工学研究センター H17.11総合研究機構へ移行

　計算科学フロンティア研究センター

　情報メディアセンター

　ゲノム創薬研究センター H17.11総合研究機構へ移行

　ナノサイエンス・テクノロジー研究センター H17.11総合研究機構へ移行

2010 2011 2012 2013 2014 2015
備 考
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◆総合研究院
■研究部門

■研究センター

■共同利用・共同研究拠点

◆総合研究機構
■研究部

■研究センター部

■共同利用・共同研究推進部

◆総合研究所
■研究部門

■研究施設

◆生命科学研究所附属研究施設

◆情報科学教育・研究機構

◆薬学研究科附属研究施設

◆基礎工学研究科附属研究施設



総合研究院沿革 Tokyo University of Science

1990～1999

2000～2009

2010～

歴代の長

総合研究所発足　
固体物性、界面科学、火災科学、リモートセンシングの4部門

破壊力学部門開設　全5部門

バイオシステム部門開設　全6部門

生命科学部門発足　全7部門
● 固体物性研究部門、破壊力学研究部門を解消
● バイオシステム研究部門をインテリジェント研究部門へ改称
● 計算力学研究部門開設、高温超伝導研究部門開設　全7部門

生命科学研究所創設

1981.1.22

1982

1983

1987

1988

1989

静電気研究部門開設　全8部門
野田地区に研究スペースを確保

付属研究施設・海洋生物研究施設設置

情報科学教育・研究機構発足

付属研究施設・高機能新素材合成解析センター設置

1990

1994

1996

1997

ＤＤＳ研究部門が学術研究高度化推進事業に採択

火災科学研究部門が21世紀COEプログラムに採択

「東京理科大学における研究所等のあり方について（答申）」

「東京理科大学総合研究機構設立の提案
（東京理科大学総合研究所将来計画の最終答申）」

総合研究機構発足　10センター　5研究部門

研究推進室を設置

東京理科大学創立125周年

研究技術部研究機器センター設立

総合研究機構設立記念フォーラム「サイエンス－ひと－２１」開催　

赤外自由電子レーザー研究センターが
先端研究施設共用イノベーション創出事業に採択

社会連携部を設置

第2回総合研究機構フォーラム
「人の生活を支える歯の再生医療と人間動作のエンハンスメント」開催

火災科学研究センターがグローバルCOEプログラムに採択

第3回総合研究機構フォーラム「ものづくりから環境まで̶創造的分野横断」開催
「現状と課題」初刊

火災科学研究センターが理系の私学で初の共同利用・共同研究拠点として認定

第4回総合研究機構フォーラム「Only in TUSを目指して」開催
News Letter 「RIST」初刊

2003.4

2003.7

2004.3

2005.4

2005.11.1

2006.1

2006.5

2006.10

2006.11

2007.4

2007.7

2007.11

2008.6

2008.10

2009.7

2009.8

「領域」の導入
火災科学研究センターグローバルCOEプログラムにより国際火災科学研究科を新設

経済産業省「イノベーション拠点立地支援事業」により、光触媒国際研究センターを設置

研究戦略　産学連携センター（URAセンター）設置

「総合研究棟」オープニングセレモニー開催

研究推進機構 総合研究院へ改組
光触媒研究センターが共同利用・共同研究拠点に認定

第10回総合研究機構フォーラム「Only at TUSを目指して」開催

総合研究院に研究懇談会を設置

6研究センター　23研究部門　２共同利用・共同研究拠点

2010.4

2013.4

2014.4

2014.5.29

2015.4

2015.11

2016.4

2016.10現在

高木 敬次郎 （1981-1982）

丸安 隆和 (1982-1985)

鶴田 禎二 （1985-1990）

向山 光昭 （1990-2001）

浅島　誠 （2016-現在）

石井 忠浩 （2001-2004）

二瓶 好正 （2004-2007）

福山 秀敏 （2007-2016）

1980～1989



 



研究推進機構 総合研究院 

■野田キャンパス 千葉県野田市山崎 2641 
[TEL]  04-7122-9151  [FAX] 04-7123-9763 

[E-mail] rsc-ml@tusml.tus.ac.jp [URL]  http://www.tus.ac.jp/rist/ 

■神楽坂キャンパス 東京都新宿区神楽坂 1-3 

■葛飾キャンパス 東京都葛飾区新宿 6-3-1 

■長万部キャンパス 北海道山越郡長万部町字富野 102-1 

Tokyo University of Science 
 
Research Institute for Science & Technology 
総合研究院は東京理科大学の社会的な使命を達成するため研究体制を強化し続けます。 

RIST creates new directions in science and technology achievable“only at TUS”. 
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